
 

２０２5（令和
れ い わ

7）年度
ね ん ど

 

学校
がっこうせいかつ

生活のきまり〈
こうない

校内
せいかつ

生活〉 
丸
まる

子
こ きた

北小
しょう

学
がっこう

校 

一、 
がく

学習
しゅう

 

1 授
じゅ

業
ぎょうまえ

前にトイレに行
い

くなどの準
じゅん

備
び

をし、チャイムがなったら授
じゅ

業
ぎょう

が
はじ

始められるようにする。 

2 
とく

特
べつ

別教
きょうしつ

室などへは、
がつ

学級
きゅう

ごとにならんで移
い

動
どう

する。 

3 授業中
じゅぎょうちゅう

は他
た

のクラスのめいわくにならないよう、しずかに廊
ろう

下
か

をあるく。 

４ 授業
じゅぎょう

や学習
がくしゅう

に
ひつ

必
よう

要のない
もの

物は
がつ

学
こう

校に持
も

ってこない。 

５ クロムブックは、休
やす

み時間
じ か ん

には使
つか

わない。使
つか

えるのは、先生
せんせい

が許可
き ょ か

したときだけ。 

二、 
せい

生
かつ

活
あん

安
ぜん

全 

1 廊
ろう

下
か

は
みぎ

右
がわ

側を
しず

静かにあるく。 

2 
まど

窓やベランダのさく、
おく

屋上
じょう

のフェンスにのぼらない。 

３ 
わす

忘れ
もの

物をしたら
せん

先
せい

生に
そう

相
だん

談する、
いえ

家に取
と

りに行
い

かない。 

4 
こう

交
つう

通の決
き

まりをまもり、
みち

道
くさ

草をしないで
とも

友だちとなかよく
とう

登下
げ

校
こう

する。 

5 安全
あんぜん

のために、登
とう

下校
げ こ う

は、１～３年
ねん

はヘルメットをかぶり、４～6年
ねん

は帽子
ぼ う し

をかぶる。 

6 午
ご

前
ぜん

７時
じ

４５
ふん

分から８時
じ

１０
ふん

分までの間
あいだ

に
とう

登
こう

校する。(８時
じ

１０分
ふん

には読書
どくしょ

が始
はじ

められるようにする。) 

7 けやき
なみ

並
き

木（ハロード）は北
ほく

部
ぶ たい

体
いく

育
かん

館
がわ

側を白
はく

線
せん

から出
で

ないように
つう

通
こう

行する。 

８ 
こう

校舎
しゃない

内下
げ

校
こう

は４時
じ

。4時
じ

には昇降
しょうこう

口
ぐち

から外
そと

に出
で

る。 

９ 下
げ

校
こう

後
ご

や
やす

休みの日
ひ

は
こう

校舎
しゃない

内に
はい

入らない。 

忘れ物
わす  もの

をしたときには、事
じ

務
む

室
しつ

（職
しょくいん

員
しつ

室）の
せん

先
せい

生に言
い

ってから教室
きょうしつ

に入
はい

る。 

1０ 教
きょうしつ

室や
ろう

廊
か

下でボールを
つか

使わない。
そと

外で
いし

石や砂
すな

を投
な

げたりしない。 

三． 保健
ほ け ん

 

１ ハンカチ・ティッシュをいつも持
も

ち、衣
い

服
ふく

や
からだ

体 の
せい

清
けつ

潔に心
こころ

掛
が

ける。 

２ トイレを汚
よご

してしまったら先生
せんせい

に伝
つた

える。 

３ 
うん

運
どう

動した
あと

後や遊
あそ

んだ
あと

後などにも、石
せっ

けんで手
て あら

洗い、うがいをする。 

四． 遊
あそ

び 

１ 
こう

校
てい

庭を使
つか

える日
ひ

は、できるだけ
そと

外に出
で

て
げん

元
き

気に遊
あそ

ぶ。 

２ 遊
あそ

び
どう

道
ぐ

具を
たい

大
せつ

切にし、みんなでいっしょに
つか

使い、
あと

後
かた

片
づ

付けをする。 

＊ゆうぐに「黄色
き い ろ

いしるし」があるところ：ここからはあぶないので使
つか

わないところ 

 遊
あそ

ばないところのしるし れい：のぼりぼうの上
うえ

の方
ほう

 

３ 
こう

校
ない

内で
あそ

遊んではいけない場
ば

所
しょ

は、管
かん

理
り とう

棟１
かい

階・ろう下
か

・
かい

階
だん

段・
たい

体
いく

育
かん

館のステージ・
とく

特
べつ

別教
きょうしつ

室 



 

（視
し

聴
ちょう

覚
かくしつ

室・家
か

庭
てい

科
か しつ

室・
おん

音
がく

楽
しつ

室など）・昇降
しょうこう

口前
ぐちまえ

駐車場
ちゅうしゃじょう

。 

４ レンガの広
ひろ

場
ば

（児
じ

童
どう

昇
しょうこう

降
ぐち

口と
ほ

保
けん

健
しつ

室の
あいだ

間 の
ひろ

広
ば

場）でボール遊
あそ

びをしない。 

地面
じ め ん

がぬれている時
とき

は使
つか

えない。使用
し よ う

割
わ

り当
あ

ては児童会
じどうかい

から出
で

たものにしたがう。 

５ フラミンゴ広場
ひ ろ ば

は、1年生
ねんせい

が使
つか

えるようにゆずりあう。 

フラミンゴ広場
ひ ろ ば

の遊具
ゆ う ぐ

の黄色
き い ろ

いしるしより上
うえ

には行
い

かない。のぼらない。 

フラミンゴの広場
ひ ろ ば

のコンクリートのベンチは、すわるだけ。上
うえ

にあがらない。黄色
き い ろ

いしるしあり。 

  ６ 北部
ほ く ぶ

グランドは、休
やす

み時間
じ か ん

に使
つか

えるが、駐車場
ちゅうしゃじょう

を通
とお

るので移動
い ど う

の時
とき

は、車
くるま

に気
き

をつけて歩
ある

く。 

  ７ 「夢
ゆめ

が丘
おか

」しばふの場所
ば し ょ

は遊
あそ

んでいいところ。駐車場
ちゅうしゃじょう

には出
で

ないように気
き

をつける。 

「夢
ゆめ

が
おか

丘」で、
こう

校
か

歌の碑
ひ

にのぼらない。 

五． 
ふく

服
そう

装 

１ 
うん

運
どう

動するときは
うん

運
どう

動着
ぎ

に着
き

替
が

える。スカートで掃除
そ う じ

をしない。（運動
うんどう

着
ぎ

に着替
き が

える） 

２ 
うん

運
どう

動着
ぎ

には左
ひだりむね

胸、ズボンには
みぎ

右
うし

後ろに記名
き め い

をする。 

３ 
たい

体
いく

育や
せい

清
そう

掃のときは、
こう

紅
はく

白帽
ぼうし

子をかぶる。（清
せい

掃
そう

時
じ

は
あか

赤） 

六． 礼儀
れ い ぎ

 

１ 
せん

先
せい

生や
とも

友だちなど、だれにでも
あか

明るいあいさつをする。 

２ 
こう

校
ない

内でお客
きゃく

さんにお会
あ

いしたら、あいさつか会
え しやく

釈 をする。 

３ 自
じ

分
ぶん

の教
きょうしつ

室以
い

外
がい

をたずねるときは、ノックしてから
はい

入る。 

 （
くみ

組と名
な

前
まえ

、
よう

用
けん

件を言
い

って
はい

入る。
たい

退
しつ

室するときは「
しつ

失
れい

礼しました」） 

４ 目
め

上
うえ

の
ひと

人には、ていねいな言
こと

葉
ば

と態
たい

度
ど

で
せつ

接する。 

七． その他
た

 

１ 
がく

学習
しゅう

に
ひつ

必
よう

要ないものは、持
も

ってこない。 

２ 学
がっこう

校の
もの

物をこわしたときは、すぐに
せん

先
せい

生に
そう

相
だん

談する。 

３ 衣
い

服
ふく

や持
も

ち
もの

物のすべてに記
き

名
めい

をする。（
がく

学
ねん

年、
くみ

組、名
な

前
まえ

） 

４ 
こう

校舎
しゃそと

外で
うわ

上はきで
ある

歩いてよい所
ところ

は、図
ず

工
こうしつ

室へ行
い

くコンクリートの
うえ

上と
かく

各教
きょうしつ

室のベランダの黄
き

色
いろ

い
せん

線の  

 内
うちがわ

側だけ、それ以外
い が い

は外
そと

ばき（外
そと

ぐつ）で歩
ある

く。 

＊1年生
ねんせい

教室前
きょうしつまえ

のテラスは、地面
じめん

が乾
かわ

いている時
とき

は上
うわ

はきで出
で

てよい。 

６ 学
がっこう

校の
ゆう

有
せん

線や電
でん

話
わ

は、許
きょ

可
か

なく
つか

使わない。 

７ 
こう

校舎
しゃない

内にあるスイッチや機
き

械
かい

をさわらない。（湯
ゆ

わかし器
き

など） 

  ＊コンテナ室前
しつまえ

の水道
すいどう

は熱湯
ねっとう

が出
で

る場所
ばしょ

があるので、特
とく

に注意
ちゅうい

する。 

８ 
とも

友だちの気
き

持
も

ちを
きず

傷つけるようなことを言
い

わない、やらない。 

９  児
じ

童
どう

昇
しょうこう

降
ぐち

口のほかに、１
ねん

年…フラミンゴ
げん

玄
かん

関、２・３
ねん

年…教
きょうしつ

室
そと

外の下
げ

駄
た ばこ

箱が使
つか

える。 

 （４・５・６
ねん

年は、児
じ

童
どう

昇
しょうこう

降口
ぐち

のみ） 


